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NVセンターを用いた集積回路
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本技術のアピールポイント

NVセンターダイヤモンドを用いた磁気、電界、温度センサーシステムの集積化

NVセンターダイヤモンドを用いるセ
ンサシステムの小型化、薄型化、低
消費電力化に有効
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NVセンターダイヤモンドセンサ集積回路

技術の詳細

文字は 游ゴシックBold 11～14Pt窒素‐空孔（NV）センターを内包するダイ
ヤモンドは高感度センサーシステムに用いら
れる。特に－1価にイオン化したNV-はスピ
ン3重項状態となっており、光検出磁気共鳴
特性(ODMR)を用いて磁気、電界、温度の検
出が可能である。

ODMRを用いるためには、①励起光源 ②
磁気共鳴を起こすマイクロ波源 ③ダイヤモ
ンドセンサ ④センサからの蛍光を検出する
検出器 が必要で構造的に大掛かりとなって
いた。

本技術はセンシングに必要となるこれらのコ
ンポーネントを集積化したもので、
センサシステムの小型化、薄型化、低消費電
力化に有効である
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